
地下水ガバナンスへ向けての取組について
～R５関係者（ステークホルダー）との情報交換、講演会の開催～
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質問 基本的な事項

地域に関する
事項

• 湧水量の増減の原因について
• 地下水の安全性、水道水との水質の違いについて
• この付近で地下水は出るのか
• 池のかいぼりの可能性について
• 地下トンネルが地下水や湧水に与える影響

ガバナンス • 適正な利用というのは地盤沈下するかしないかで決まるのか
• 地下水位は今の状況を維持するのか、もっと増やす方針なのか
• SDGsについて、今後、自分の行動を変えるとしたら、どのような
ことがあるか

意見等 • 多摩北部の崖線や湧水について、もっとフィーチャーしてほしい
• 行政は普段の生活では接することのないものを、数値を含めてわか
りやすく発信してほしい

○地域の環境保全団体や学校において計６回の講演会、意見交換会等を実施
・実施地域は東久留米市、大田区（２団体）、板橋区、新宿区
・その地域の地形の解説（湧水の湧出機構などを説明）
・地下水レポートを基に、地下水の基礎知識や地盤沈下のメカニズム、
実態把握の研究内容や地下水ガバナンスの取組について説明

【質問、意見等】

資料３



○他自治体（他県）との情報交換
・秦野市、熊本県、近隣自治体等へのヒアリング
・地下水ガバナンス、地下水マネジメントの先行事例にかかる情報を収集

〇湧水地点の動画の充実（HP）
・湧水について調べたHP利用者に、地下水についても興味促進、関心喚起
・動画は数分程度で近隣の状況と湧水の流れ出る様子を紹介
・新たに２つの動画を公開

〇「東京の地下水・地盤環境レポート」及び報告書の更新
・レポート及び報告書の第二版を発行、公表（R5.8月～）
・一部の図や文言の修正

【今後の予定】

〇区市の揚水規制担当、公園・河川管理担当などと接触、課題などの聞き取り
〇近隣自治体や他県との情報交換
〇講演会やイベントの実施

→共通認識の醸成、その先の合意形成に向けて、情報発信及び情報収集を継続的に実施
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地下水ガバナンスへ向けての取組について
～R５関係者（ステークホルダー）との情報交換、情報発信～


